












理 科

一
事項

1. 試験開始の合図があるまでは この問題冊子を開いてはいけません。

2. 問題用紙は9ペー ジで， 問題は5問あります。

解答は解答用紙に記入しなさい。

に解答しなさい。

冒

量
3. 解答用紙は物理3枚（その1 ～ その3)， 化学2枚（その4 ～ その5)の合計5枚

あります。

4. 受験番号をすべての解答用紙の受験番号欄(1枚につき2ヵ所）に正確に

しなさい。

5. 試験中に問題用紙及び解答用紙の印刷不鮮明． ペ ー ジの落丁・乱丁，

気付いた場合は， 手を挙げて監督者に知らせなさい。

6. 試験時間は 120 分です。

7. 試験終了時に， 監督者の指示に従って， すべての解答用紙を提出しなさい。

8. 試験終了後， 問題冊子は持ち帰りなさい。
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物

工図のように，辺abに電気容量 Cのコンデンサーと辺cd に抵抗Rの抵抗を取り

つけた長方形の回路abdcを，長さtの辺abが水平に，十分に長い辺acが鉛直に

なるように固定する。回路には．一様な磁束密度Bの磁場が面abdcに垂直に加え

られている。はじめ，コンデンサーに電荷は蓄えられていない。

回路の辺acと辺 bd の間に，質量 mの金属棒を水平に固定した。時刻t=Oで金

属棒の固定を静かに外したところ，金属棒は水平を保ったまま両端P,Qで回路に

接しながら滑らかに運動した。鉛直下方にェ軸をとり，t=Oの金属棒の位置を原点

とし，時刻tの位饂をx，速度を v,加速度をaとする。また，時刻t から微小な時

間△tが経過する間の金属棒の速度の変化を△vとする。金属棒と回路の導線部分

の電気抵抗， と回路の接触点での電気抵抗，金属棒にはたらく 回

路の自己誘導は無視できる。重力加速度の大きさをgとして，以下の問に答えよ。

（配点 40)

(1)時刻tの誘導起電力の大きさVを．B, f,, V を用いて表せ。ま

の正の向きをP→Q,Q→P

(2) 微小な時間△tでコ

よ。

られる電荷の変化量を△Qとすると

△Qを， C,B, £,△vを用いて表せ。

(3)時刻tの閉回路a→b→Q→P→aを流れる誘導電流leを，C,B, £, aを用い
△Q 

Icは図の矢印の向きを正とする。Ic＝ と表さ れること， ＝a
△v 

△t △t 
であることを用いよ。

(4)時刻tの閉回路c→ d →Q→P→cを流れる誘導電流IRを，R,B, £, Vを用

いて表せ。IR は図の矢印の向きを正とする。

(5)時刻tの金属棒が磁場 から受ける力の大きさFを，C,R, B, £, v, aを用

いて表せ。

(6)時刻tの金属棒の加速度aを，m,g, C, R, B, £, vを用いて表せ。
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